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研究成果の概要（和文）： 

当該研究では可換環論において重要なホモロジカル予想の研究とそこから生じた手法を

用いて、代数的な特異点論や数論で重要なモジュラー形式に関する岩澤主予想について幾

つかの重要な結果を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

I made an extensive study on homological conjectures in commutative algebra and 

developed some algebraic techniques. These techniques were applied to consider 

applications to singularities arising from algebraic geometry and the main conjecture 

of Iwasawa theory on modular forms. 
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１．研究開始当初の背景 

（１） 当該研究を開始した背景には、環

論の手法を他の分野、特に数論で扱わ

れる環構造の解析に応用する事であっ

た。この様な形での研究はそれまで殆

ど成されていなかった。 

（２） ホモロジカル予想や代数多様体の

特異点の研究成果は豊富であるが、自

然な問題であっても具体的には知られ

ていない重要な問題を積極的に取り上

げた。 

 

２．研究の目的 

（１） 研究を行う最大の目的は、環論固

有の問題を考察するだけに留まらず、

他分野への波及効果、特に新たな手法

を開発する事である。ホモロジカル予

想と呼ばれる完全には解かれていない

問題の研究の過程で得た手法を発展さ

せる事が重要である。 

（２） 具体的な研究対象を述べる。代数

幾何ではフロベニウス写像でもって定

義される特異点の研究、また数論では

p-進ヘッケ環と呼ばれるネーター環の

構造や、p-進ホッジ理論で扱われる非

ネーター環の構造を詳しく調べる事で

ある。 

 

３．研究の方法 

（１） 代数学、中でも環論的手法が主な

研究手段であるが、必要に応じて代数

幾何や数論の手法も取り入れる。特に

正標数の数学において最もよく使われ

るフロベ二ウス写像が研究の道具とし

て用いられるが、ヴィット環を通じて

標数がゼロの問題にも適用が可能であ

る。p-進ホッジ理論や余接複体の研究

でも環論の手法が従来とは違った形で

利用されつつある。 

（２） 非ネーター環や数論的な環を積極

的に扱う。その構造を調べる為には、

従来の枠組みでは不十分である。それ

らを扱うための基礎的な理論を開発し

つつ、それらを道具としても利用する。 

 

 

４．研究成果 

（１）１９７０年代に提起されたホモロジ

カル予想は環が体を含まない場合、つ

まり数論的な部分は未解決であり、数

論で扱われる周期環の考えを援用する

事で予想を支持するかなり良い結果が

得られた。 

（２）非ネーター環の重要なクラスである

連接環を使って、密着閉包の中で新し

いクラスとして F-連接環を導入した。

これによってある条件の下で、F-入射

や F-純といった事が簡単に調べられ

るようになった。 

（３）通常なモジュラー形式族の岩澤理論

に応用する為に環の正規性に関するベ

ルティニ型の定理を証明した。この方

面の研究はその重要性にも拘わらず、

拡張・精密化については大きな進展は

無かった。また具体的な計算例も得ら

れ、この方面の研究の理解の助けとな

る事も考えた。 

（４）代数多様体上のある種の特異点に関

して、変形問題や局所化問題について

詳しく調べた。これらは幾何的な応用、

特に代数多様体のモジュライ問題と深

く関係している。 
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